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第３章調査の概要１５

第３節縄文の遺構と出土遺物

１竪穴住居跡

第１号住居跡（第12図、図版３－１）

Ａ４～Ｂ４区に位置する。階段状になった水田の石垣をはずした時に、断面が明確に確認できた住

居跡である。遺物包含層を掘り下げていくと黒褐色の不定形なプランになった。これは住居に２つの

士坑（ＳＫ１２・ＳＫ１３）が重なっていたためである。セクションベルトを残して覆土を掘り下げると縄

文中期の遺物が出土した。残存状況は不良で半分以上が削り取られているため炉の確認ができなかっ

た。

確認できる最大幅は南北3.7ｍ、東西1.8ｍ、黄褐色の砂層を約40cm掘り下げた円形の住居跡と思わ

れる。残存する住居跡の中で床面と考えられる硬化面を確認した。床直上の土器は縄文中期前半のも

のと考えられ、土器の外面を下にして出土した。石器類は石鍼２点を含み計７点出士しているが、そ

の全てが下呂石である。
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黒褐色7.5ＹＲ３／２炭や遺物の混入がみられる

にぶい褐色7.5ＹＲ５／４かたくしまりがある

黄褐色l0YR5／６かたくしまりがある
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第12図第１号住居跡



１６第３節縄文の遺構と出土遺物
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第13図第１号住居跡遺物出土状況

出土遺物

本住居跡の遺物は、土器片16点、剥片石器７点、ほかブレーク類が出土した。多くは覆土からの出

土であるが、硬化した床面に接した土器が１点出土した。（土器分類は30～34頁、石器分類は34～３９

頁を参照）

土器（第14図l～６，図版５）

１は床面に接し出土した土器である。口縁径28cmの外反する小さな波状口縁を持ち、頚部が若干く

びれて胴部がやや張り出す深鉢形土器である。器壁は６８～9.0mmの厚さで口縁部文様帯には無文地に

押し引きされた刺突が口縁に沿って３列入り、小さな波状下に丸みを帯びた貼り付け降帯（懸垂文）

が垂れ下がっている。胴部はＲＬの縄で施文され、口縁内面にも縄文が施文されている。２は胴部に

あたる部分で胎士に砂粒を多く含む。器壁は8.5mm、粗い縄文が施される。３は器壁が約７ｍｍ、縄文

が施される。４はキャリパー状になった口縁部分で器壁は４５mmで比較的薄い土器である。貼り付け

隆帯に沿って押し引きと頚部に爪形の刺突が施される。５の器壁は7.9mmで肥厚した口縁を持ちその

下には縄文を施す。６の口縁部には半隆起線が横走する。口唇裏にも竹管状施行具の内側を使った蒲

鉾状の膨らみが横走する。

石器（第14図１～５，図版５）

石鑑２点、石匙１点、ピエス１点、快人石器１点、ＲＦ１点、コア1点が出土し、その全てが下呂

石である。１の石鑑は剥離面の調整が粗く5.7mmとやや厚めとなっている。裏面に調整された加工が

入る。もう1点は挾りを持つ石鍼であり尖頭部を欠損している。２のピエスは３類に属し加撃と衝撃

によるつぶれ状の使用痕が全面に見られる石器である。３は横型石匙として整形されているが、刃部

は粗い調整を加え僅かに鋸歯縁状を呈する。４はノッチ状の調整剥離を持ち、その局部につぶれが見

られ挟入石器としたものである。５は自然面を二面残し、他方を打面として剥片剥離の作業をしてい

る。
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第14図第１号住居跡出土遺物



１８第３節縄文の遺構と出土遺物

第２号住居跡（第15図、図版３－５）

Ｂ10～C11区に位置する。遺物包含層を掘り下げたところ、円形の黒褐色のプランが確認できた。

この住居跡も士坑と重なっている部分があったため、その士坑を掘り下げた後に住居跡の覆土を掘り

下げた。覆土から出土した遺物は縄文中期の土器が多く、－部縄文前期の土器が出土した。炉石や地

床炉などはなかったが、住居跡中央の床面より３cm上のところで縄文中期前半とみられる土器片が３

枚重なって出土した。土器２が２つに折られ内面を上向きにして重なり、その上に土器ｌが外面を上

向きにして重なっていた。

大きさは東西3.86ｍ、南北3.95ｍ、黄褐色の砂層を24cm掘り下げた円形の住居跡である。住居跡内

に10カ所のピットを検出したがＰ１．５．９が検出面や深度の比較からこの住居に伴う柱穴と考えら

れる。この遺構からは下呂石による15個の石器製品とチャートのＲＦ１個の他、ブレークや縄文中期

の土器が出土している。
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1．黒褐色7.5ＹＲ３／２遺物や炭が混入する。

砂まじりでかたくしまりあり、粘
性少しある。

2．にぶい褐色7.5ＹＲ５／４砂が少なく粘土

質である。かたくしまりあり、粘

性がある。

3．黄褐色１０ＹＲ５／６かたくしまりあり。

4．黒褐色ｌＯＹＲ２／２しまりあり、粘性が

ある。

5．砂の層の1mm程の砂がかたくしまってい

る。
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第15図第２号住居跡



第３章調査の概要１９

土器（第16図１～13、図版６）

１．２は住居中央の床面近くから出土した土器である。１の胎士は黄橿色（7.5ＹＲ７／8）石英の

混在が確認でき器壁は７～８mmの口縁部分の土器片である。口縁部文様帯には半裁竹管による横の半

隆帯文と蓮華文が施文される。□縁最上段は表裏に半隆起線を横走させ、口唇部分は４～５mm幅の平

坦な部分を作出している。この土器は４類に属し新崎式に比定する。２の胎士は黒褐色（7.5ＹＲ３／

1）で器壁は７mmの胴部にあたる土器片である。貼り付け隆帯で区画しその中をＲＬの縄文が充填す

る。３は口縁にＣ状の爪形文と２列の半隆帯文を施す。胴部はＲＬの縄文を施した後、平行沈線や短

い沈線と喫状の陰刻が打たれ北裏Ｃ式に類似する。４と５は同一個体と考えられる。粗い縄文に貼り

付け隆帯を持ち円形刺突文の列点を施し、器壁は比較的薄く3.8～4.6mmである。胎士には砂粒を含み

にぶい赤褐色（5ＹＲ５／4）であり船元１式に併行する可能性がある。６は縄文を地文に持ち細い粘

土紐の張り付け隆帯に刻目が入る。胎士に石英などを含み榿色（7.5ＹＲ６／6）で4.6～5.5mmの薄い土

器である。７は縄文を地文に持ち細い粘土紐を張り付け押し引きをする結節状浮線文が施される。胎

士は砂粒を含み5.1mmの薄さである。６と７は１類の十三菩提式に類似している。８は波状縁の部分

で口唇には沈線が引かれ、口縁には細かいＤ字状の連続爪形文が施される。胎士は金雲母を多く含み

12～13mmの比較的厚みのある土器で８類の阿玉台式土器に類似すると思われる。９は肥厚した口縁を

持ちＲＬの縄文を施す。１０は口縁部分である。口唇の部分は竹管状施工具内側を利用し半隆帯文をつ

け、口縁の内面にも１列の半隆帯文を施す。地文はＲＬの縄文で胎士は石英の砂粒を含みにぶい黄楕

(l0YR7／4)、器壁は7.5mmある。１１はＲＬの縄文を地文に平行沈線文が施され、器壁は８０mm程であ

る。１２は頚部にあたる部分に結束を持ちＬＲの縄文が施され縦位にも圧痕が入る。器壁は9.0mm程で

ある。１３は縄文に貼り付け隆帯が施される。器壁は8.0mm程で胎士に石英を多く含む。

石器（第16図１～９，図版６）

石鍼９点、石錐1点、削器１点、へラ形石器１点、ＲＦ２点、ＵＦ１点、コア１点、ブレーク１１点

が出土し、下呂石が26点でＲＦの１点がチャートである。

１．４は「〈」の字状の挾りを持ち脚部に向けてひらく三角形を呈する。２は基部への挾りはある

ものの僅かに脚部がひらく。３は全体に調整が加わるが、尖頭部に調整があり基部が丸みを帯びてい

るため円基鍼とした。５は分厚で両側は折られ－辺に刃部を呈している。６は連続した剥離痕が見ら

れる。７は一辺に連続した剥離の調整が施される。８は両端の調整加工された部分には使用によるつ

ぶれが見られる。先端には磨耗が見られない。
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第３章調査の概要２１

２土坑（第22～25図）

士坑は65基（一覧表の土坑68基のうち３基〔ＳＫ４・ＳＫ１０、１１は風倒木痕〕を除く）が検出され

た。その多くがＳＢ２や掘立柱建物跡のある７～12区の位置に密集している。出土遺物から江戸時代

の士坑と推定できるＳＫ３や縄文中期の士坑と推定できるＳＫ１２．１３があるが、他の士坑については

出土遺物も少なく時期の確定はできない。以下、主な士坑について述べ、その他は第２表士坑観察表

にてその概略を記述する。なお、ＳＫ４は欠番となる。

ＳＫｌ２（第17図、図版３－１）

ＳＫ１２は、Ａ４～Ｂ４区に位置する。この士坑の半分は、ＳＢ１と重なり住居跡を切っている。床

面より20cm程掘り込まれておりＳＢｌより後にできた士坑であろうと思われる。また、８０×65cmに深

さ70cm程で四角く掘られ、士坑の底部は平坦で硬化面があった。覆土は黒褐色（7.5ＹＲ２／1）であ

り、この士坑の中から縄文中期前半と思われる土器や石器が多数出土した。

土器（第18.19図１～21、図版８～９）

ｌは口縁径22.8cm、器壁は7.3～7.8mmの内轡する口縁を持つ。目の粗い縄文地に隆帯が弧線状につ

き口縁部内面にも縄文が施文される。２ｂ類に属し船元Ⅱ式に類似する土器である。２は器壁が8.2

～9.1mmの厚さ縄文地に隆帯が貼り付けられ刺突が施される。口縁部の表裏には縄文を施文した後、

指で摘んだ凹痕があり船元Ⅱ式に比定される土器である。３は器壁が10mm程で半隆帯文が横位につく。

４は器壁が11mm、胎士は砂粒を多く含み明黄褐色（lOYR6／6）であり半隆帯文で区画をし、その中

を横位に沈線を施す。５は器壁が1.1mm胎士は暗灰黄色（2.5Ｙ５／2）であり半裁竹管により施文され

ている。６～10は同一個体であり、器壁は９２～12mmと比較的厚く、色調は明褐色（5ＹＲ５／8）であ

る。肉厚の隆線で楕円横帯文を作り、区画内に短い沈線や刺突により文様をつける。９類に属し勝坂

式土器に比定される。１１は頚部にあたり器壁が8.5mm、胎士は石英などを多く含む明褐色（7.5ＹＲ５

／6）の土器である。１２は器壁が8.5mm、明黄褐色でＲＬの縄文を施す。１３は器壁が7.5mm程、赤褐色

でＲＬの縄文を施す。１４は結節の回転が施される。１５は胴部にあたり器壁が９mm程の無文の土器であ

る。１６は底部には網代圧痕が僅かに確認でき、２本越え２本もぐり１本送りの編み方と推定できる。

17は口縁部に半裁竹管による施文がある。１８は口縁部であり横位にＤ字状の爪形文が入り、縦位に平

行沈線が入る。器壁は7.5mmで黒褐色の土器である。19は口縁部分と貼り付け隆帯の部分に円形竹管

文が施され、隆帯に沿って平行沈線が施文される。器壁が10mmで灰黄色（2.5Ｙ７／2）の土器である。

20.21は同一個体であり口縁部表裏と口唇部分に条痕が施される。器壁は10mmで檀色（7.5ＹＲ６／6）

をした土器である。

石器（第18図１～３，５～６，図版７）

石鑑３点、削器１点、ＵＦｌ点、ブレーク３点、打製石斧１点が出土し、打製石斧を除く全てが下

呂石である。

１は先端角と基部の開き角が共に96度である。丁寧に調整ざれ長脚を呈する。２は尖頭部に小さな

突起を持ち先端角46度、基部の開き角92度である。３は先端角35度、基部はＵ字状の快りが入り側縁
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1．黒褐色7.5ＹＲ２／１少し粘性がある。

しまりは少ない。遺物が多く混入する。
1．黒褐色7.5ＹＲ２／ｌ少し粘性がある。

しまりは少ない。遺物が多く混入する。

Ａ A’

396.88ｍ

Ａ A’

３９６．８８ｍ

SＫ１３

Ｏ１ｍ
Ｅ－Ｊ

SＫｌ２

第17図ＳＫ１ＬＳＫ１３

部は使用によるつぶれが見られる。５は刃部が欠損した打製石斧である。磨耗が著しい基部である。

ＳＫ１３（第17図、図版３－１）

ＳＫｌ３は、Ｂ４区に位置する。この士坑も少しＳＢｌに重なり住居跡を切っていた。170×110cmの

楕円形のプランを呈し、深さは約50cmであった。この士坑の覆土は黒褐色（7.5ＹＲ２／1）であり縄

文中期の土器や石器が出土している。

土器（第19図２４．２５、図版９）

２４は器壁が10mm程で胎土は燈（7.5ＹＲ７／6）で砂粒を含み、縦位の平行沈線間に横位の平行沈線

と刺突が施された北陸系の土器である。２５は器壁が6.2mm、明褐色（5ＹＲ５／6）である。半隆帯文を

はさみ櫛歯状工具による押し引きと先端が細い工具での押し引きがされている。

石器（第18図４、図版７）

４は比較的薄く、片面の側縁部には連続した剥離調整が施される。先端角は37度、基部の開き角は

118度である。
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、、、
ＳＫｌ６（第20図、図版３－７）

ＳＫ１６Ａ７～Ｂ７区に位置する。こ

の士坑も水田の石垣をはずしたときに確

認された。最大幅は南北で160cmの円形

状、深さ約90cmで途中で段を持つ揺り鉢

状を呈していた。士坑の上部に30個程の

河原石があり、その下は焼礫の集石を確

認した。士坑を観察すると焦土や炭がな

く後から焼礫が入れられたようである。

掘り込みはⅥ層にまで達していた。遺物

は、折れた打製石斧が１点混入していた。

Ａ－ －Ａ’

Ａ Ａ’
￣

３９７．０３ｍ

０１ｍ
Ⅲ￣

第20図ＳＫ１６
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＃
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３その他の遺構

風倒木痕はＤ３区に位置する。はじめ不定形な士坑（ＳＫ１０・’1）として調杳したが、この２つの

士坑は、その形状から１つの風倒木痕と思われる。遺物は士器が５点混入していた。

調査範囲の中で185基のピットを検出した。多くが径30cm以内の円形のプランを呈し、底部も平底

や丸底など統一性が見られなく、黄褐色の砂層を15～30cm程掘り込んでいた。それらの'性格などにつ

いては不明であり、遺構に関係すると思われる確証が得られていない。ピット内からの遺物は、ＳＢ

l近くのピットから出土した下呂石による削器1点のみである。

Ｂ８・Ｂ９・Ｃ９区にかかり不明遺構を確認した。石垣を除去した時点で第Ⅵ層にまで掘り込まれ

ていたが、Ⅱ層を掘削した後も住居跡としてのプランが見えなかった。その後、灰釉などの小破片が

数点出ｔしたが遺構としての性格は確認できなかった。
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:巨ＤＡ
Ａ１Ａ’

||||lllllllllllliillllillimlllllllllll司川
１．５ＹＲ２／1～7.5ＹＲ２／２

（黒褐色士）炭化物混入
やや粘性がある

ＳＫ２

Ａ－

ＳＫ５ ＳＫ

Ａ－ローAＩこつ ！ Ａ’

－Ａ’Ａ－

Ａ A’

397.03
Ａ A’

396.94iim扇工;蒜=１７ｍＡ １ Ａ’

397.04Ｌ７５ＹＲ２／１（黒色士）
粘性がある １．１０ＹＲ２／2～2／３

（黒褐色士）

粘性がある
1.7.5ＹＨ～5ＹＲ３／２

（暗赤褐色士）鉄分含む
粘性があり、固くしまる

Ｓ
ア

、

笄i毎|：□
ＳＫ

Ａ－

幻
Ａ－

A’
－Ａ

Ａ

A’

396.99

Ａ１２

１１W悪iii．１１１ Ａ’

397.09
１．１０ＹＲ２／１（黒褐色士）

粘性やしまりが少しある

２．５ＹＲ３／２（暗赤褐色士）

粘性やしまりが少しある

1.7.5ＹＲ２／２

（黒褐色士）

粘性やしまりが

少しある

i秘野；
、｜‘

ＳＫ２

Ｓ

－Ａ’

□
Ａ－

Ａ－

Ａ－ －Ａ’

Ａ’Ａ

397.08

Ａ’Ａ

397.12

Ａ’Ａ

397.06

Ａ’

'''１liiilliiiiilll…’
１．１０ＹＲ２／２

（黒褐色士）

粘性やしまりが

少しある

Ａ

Ａ Ａ’

397.11
1.7.5ＹＲ２／２

（黒褐色士）

粘性やしまりが

少しある

１．１０ＹＲ２／２

（黒褐色士）

粘性やしまりが

少しある

Ｌ１０ＹＲ２／２

（黒褐色士）

粘性やしまり

が少しある
１．１０ＹＲ４／3(にぶい黄褐色士）

粘性やしまりが少しある

－部、地山と同じ粘士が混じ
る

２．５ＹＲ３／２（暗赤褐色士）

粘性が少なくしまりなし

地山と同じ粘土が多く含まれ
る

！Ｓ Ｋｌ９

w一睡』□Ａ－ －Ａ’

画
Ａ’

397.12

Ａ
Ａ Ａ’

''''''''１iilliiiⅧ||||ﾖ川
１．７．５ＹＲ２／２（黒褐色士）

粘性やしまりが少しある

１．５ＹＲ２／２（黒褐色士）

粘性やしまりが少しある
０ 2ｍ
ヒゴ芒－＝
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ＳＫ２７Ｓ

ｉｉｉ、
ＳＫ１

Ａ－:臣iｎ
ゴー￣

)§ｌ１ｉ４ 几
－Ａ’

EAI通 己 好
－Ａ’

Ａ－

ＩＡ Ａ’

~||||llllmiiiiilllll伽Ⅱ
１．７．５ＹＲ２／２

（黒褐色士）

粘性やしまりが１．７
少しある

２－７

A’

397.15
A’

３９７．１４

Ａ

Ａ’

397.15

Ａ

Ｌ５ＹＲ２／２

（黒褐色士）

粘性やしまりが

少しある

7.5ＹＲ２／２（黒褐色士）

粘性やしまりが少しある

鰍堯鯛が少伽Ｉ
(黒褐色士）

りが少しある

7.5ＹＲ２／２

粘性やしま

１

Ｉ

芒鬮□（
ＳＫ２８

１
Ａ

曇iii霞職
ＳＫ２

ＡＡＡ

Ａ

ＡＡ’

]'''''''''１肺illlllllllll川‘
１．１０ＹＲ２／２（黒褐色士）

粘性やしまりが少しある

Ａ１Ａ’

－１||||||脈imImmiimllllllllll伽,
Ｌ１０ＹＲ２／２

（黒褐色士）

粘性やしまり

が少しある

A’̄

397.16

Ａ’

397.14

ＡＡ

Ｌ５ＹＲ２／２（黒褐色士）

粘性やしまりが少しある
１．５ＹＲ２／２（黒褐色士）

粘性やしまりが少しある

Ｉ１Ｍ,，
－Ａ’Ａ－

、 ＩＭ
ＳＫ３２

ＳＫ３

患
ＳＫ３５

－Ａ’

ＳＫ

Ａ－

忠
Ａ’

Ａ－
－Ａ’Ａ－

A’Ａ

397.12

Ａ’Ａ

397.19

Ａ A’

397.12

Ａ－llllllmmillmllmiliiiliiillllllllllllll
l・１０ＹＲ２／２

（黒褐色士）

粘性やしまりが

少しある

,１１ Ａ’

397.19

ＳＫ３２・ＳＫ３３は右下に記述する １．５ＹＲ２／２

（黒褐色士）

粘性やしまりが

少しある 1．（SＫ３５．３６共）l0YR3／２

（黒褐色士）砂（1mm）混入する

粘性やしまりが少しある

／
／

ＳＫ３

Ｋ
ｌ
Ｓ
Ａ

ｌ
１
Ｌ
ｌ
Ａ

ＳＫ３２・ＳＫ３３の±層

１．５ＹＲ３／２（暗赤褐色士）砂(1mm)混入す
る、しまりあり

2.7.5ＹＲ２／３（極暗褐色士）砂(1～2mm)含

む、しまりあり、炭混入
3.7.5ＹＲ３／１（黒褐色士）砂(1～2mm)含む
粘性やしまりがある

４．５ＹＲ２／２（黒褐色士）炭混入する、粘性
やしまりがある

５．５ＹＲＬ７／１（黒色士）炭混入する、粘性
やしまりがある

６．１０ＹＨ1.7／１（黒色士）粘性やしまりが

少しある

7.7.5ＹＲ２／２（黒褐色士）に10ＹＲ５／６（黄
褐色士）が混じる、砂混入する

０２ｍ

ＳＫ３

－Ａ’
Ａ－

－Ａ’Ａ－

A’

397.21

Ａ’Ａ

397.18

Ａ
Ａ’

397.19

Ａ

１．７．５ＹＲ２／２（黒褐色士）

砂(1mm)のかたまりが点在

粘性やしまりが少しある

第23図土坑②

1.2.5ＹＲ３／２（黒褐色士）

砂(1mm)混入する、粘性

やしまりが少しある

1.7.5ＹＲ２／２

（黒褐色士）粘性や

しまりが少しある
￣￣
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ＳＫ

wvlD製Ｉ
ＡＡ’

~'''''''１iiiliiiillllllll加'イ
１
１
１
可
（
｜
羽

□
侃

耶
Ａ
Ａ
ｌ

ＫＳ
Ａ

画_AＩ □Ａ－ －Ａ’

１
A’

397.16

Ａ

A’

397.19

Ａ

ＩＩＩＦｊ三F二m111
1.7.5ＹＲ２／２

（黒褐色士）

粘性やしまり

が少しある

1.7.5ＹＲ２／２

（黒褐色士）

粘性やしまり

が少しある

1.7.5ＹＲ２／２

（黒褐色土）
粘性やしまり

が少しある

Ｌ１０ＹＲ２／２（黒褐色士）

粘性やしまりが少しある

iiil騨！誼已と
一十一一

:…騨一‘ 鱒唾
ＳＫ４６

Ａ－蕊 塵璽 A’

Ａ１

liiiillliiii祠||’
A’

397.16

A’

397.15

Ａ Ａ Ａ’

'''''１liiiiiiiii耐illillllll帥
1.7.5ＹＲ２／２（黒褐色士）

粘性やしまりが少しある

Ａ Ａ’

397.16

１．１０ＹＲ２／２（黒褐色士）

粘性やしまりが少しある1.7.5ＹＲ２／２（黒褐色士）

粘性やしまりが少しある
１．７５ＹＲ２／２

（黒褐色士）

粘性やしまり

が少しある

！ＳＫ４９

口
！ ／ＳＫ５

！
Ａ－ＳＫ４８ A’

唾
Ａ－ －Ａ’

Ａ－ －Ａ’ －Ａ’

A’Ａ

397.11

Ａ’

397.10

ＡＡ Ａ’

３９７．１６

Ａ１

~||||llmmmlmmmmmlllll
A’

397.14

1.7.5ＹＲ２／２

（黒褐色士）

粘性やしまり

が少しある

Ｌ１０ＹＲ３／２

（黒褐色士）

粘性やしまり

が少しある

1.7.5ＹＨ（黒褐色士）

２～4cm大の砂まじりの

粘土が点在

粘性やしまりが少しある

1.2.5ＹＲ３／２（黒褐色士）

粘性やしまりが少しある

２．１０ＹＲ２／２（黒褐色士）

Ⅲ…藤Lい｛、！
（、lⅧlll…~lllllMlllmlm,

~|llllmimll加川騨名

函唾夏逸ｈ
ＡＡ’

~|llwiimlmllm

ＫＳ
Ａ

藤
～

己溌
Ａ Ａ’A

-llllll1miiiiiiliiiiIimlllll伽一llmmimllll
L75YR2／２ １．７．５ＹＲ２／２

（黒褐色士） （黒褐色士）

粘性やしまり 粘性やしまり

が少しある が少しある

1.7.5ＹＲ２／２

（黒褐色士）

粘性やしまり

が少しある

土坑③
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第24図



第３章調査の概要２９

:ＩｉＰＩｎｇｌ,芝

~llllllmiiWlmllllll3，､`ム

ＳＫ６０

圖磨ＣｇＩＡw辱さＩ 配’八“叩

１０日Ⅱｕい－－１＋１－‐’

回庭ア －Ａ’

！
:1噸,‘,,,,,､11,,,,,,,m釜川

Ｌ７５ＹＲ２／２（黒褐色士）
砂(1～2mm)多く混じる

粘性やしまりが少しある

Ａ

A’

397.23
Ａ’

397.11

Ａ

''1,,,願j11両､l柵,,mIIWWiiWiWmiiiiiiiiiillll Ｌ１０ＹＲ２／２

（黒褐色士）

粘性やしまり

が少しある

1.7.5ＹＲ２／２

（黒褐色士）

粘性やしまり

が少しある

Ｌ５ＹＲ２／２（黒褐色士）

粘性やしまりが少しある
2.7.5ＹＲ２／２（黒褐色土）

‘粘性やしまりが少しある

Ｌ１０ＹＲ２／２（黒褐色士）

粘性やしまりが少しある
３～4mmの粘土塊混じる

5ＹＲ２／

ili性．

iｌｉｌｉｎｌｗｉｌ .w固-焔i:'1
畠『"ＡⅧiiiiillllll皇,鋼‘,,,,miiilihm,,,,墨,蝿△

１．７．５ＹＲ２／２（黒褐色１．１０ＹＲ２／２

士）ｌ～2mmの粘士塊（黒褐色士）
混じる、粘性やしま粘性やしまり
りが少しあるが少しある

l‘ ｜
－Ａ’唖唾

ＳＫ６

Ａ－

ＳＫ６

Ａ－

邸 ⑤
Ａ’

397.20Ａ

Ａ
A’

397.35

（

||llllililiiiIllll剛△
１

1.7.5ＹＲ２／２

（黒褐色士）

粘性やしまり

が少しある

２ｍ

１．７．５ＹＲ２／２（黒褐色

士）ｌ～2mmの粘士塊
混じる、粘性やしま

りが少しある

土坑④

毒

１

Ⅲ１

零
番号 地区 形態 大きさ 深さ その他

3６ Ｄ－１０ 楕円 112×１３４ 5９ 磨石

3７ Ｄ－１０ 円 ９８×１２４ 3０ 土器片

3８ Ｄ－１０ 円 100×８７ 4５

3９ Ｄ－１０ 円 120×１１６ 4４

4０ Ｃ－１１ 円 110×１０４ 4０

4１ Ｃ－１１ 円 ８０×８０ 2３

4２ Ｃ－１１ 円 ６６×６８ 1９

4３ Ｄ－１１ 楕円 102×７８ 3４

4４ Ｄ－１１ 円 ９０×７２ 3３ 土器片

4５ Ｄ－１１ 円 ６２×６９ 1７

4６ Ｄ－１１ 楕円 ９１×６５ 2９

4７ Ｄ－１１ 円 ８２×８８ 4０ 磨石

4８ Ｂ－１２ 楕円 ９８×１０８ 3０

4９ Ｂ－ｌ２ 円 170×１０７ 1７

5０ Ｂ－１２ 円 120×１２５ 3３ 土器片

5１ Ｂ－１２ 円 100×１０６ 3０

5２ Ｃ－１２ 円 ９２×８０ 1４

5３ Ｃ－ｌ２ 円 ７４×７０ 1７

5４ Ｄ－１２ 円 ８４×７５ 2０

5５ Ｄ－１２ 円 ８６×７５ 2１

5６ Ｄ－１２ 円 ７７×７４ 2３

5７ Ｄ－１２ 円 ７５×８４ 3０

5８ Ｂ－１３ 楕円 ８８×５０ 3５

5９ Ｃ－１３ 円 ５４×４６ 1０

6０ Ｄ－１３ 楕円 136×９６ 2８

6１ Ｃ－１０ 円 ６６×６１ 2１

6２ Ｃ－１０ 円 ９３×９６ 4４

6３ Ｃ－９ 円 ８４×９３ 4４

6４ Ｃ－１０ 楕円 113×５２ 2５

6５ Ｄ－１０ 円 ９４×１００ 1５

6６ Ｂ－１１ 円 ６８×６８ 2０

6７ Ｂ－１１ 楕円 ５２×７２ 1３

6８ Ｅ－１０ 円 ９４×８６ 3５

番号 地区 形態 大きさ 深さ その他

１ Ｂ－１ 円 ６８×６４ 1２

２ Ｂ－１ 楕円 ８０×５４ 3０ 土器片３

３ Ｃ－１ 円 石鍬

５ Ｃ－１ 不定形 118×１１８ 1２

６ Ｂ－２ 円 ９５×８８ 2６

７ Ｃ－２ 楕円 132×７０ 2１ 士器片

８ Ｄ－２ 円 ８６×７４ 1０ 土器片

９ Ｂ－３ 円 ６６×７６ 3４

1０ Ｄ－３ ９０×１９０ 2０ 士器片４

1１ Ｄ－３ ６０×１８６ 3６ 土器片

1２ Ａ－４ 円 ９０×126 7６ 土器片多数

1３ Ｂ－４ 楕円 164×１１２ 5０ 土器片多数

1４ Ｃ－５ 円 ６２×６６ ８

1５ Ｂ－６ 円 ８６×９４ 2６

1６ Ａ－７ 楕円 210×１１４ 打製石斧

1７ Ｃ－７ 円 118×９１ 3０ 磨石

1８ Ｃ－７ 円 ８６×９３ 2０

1９ Ｄ－７ 楕円 236×１１６

2０ Ｄ－７ 円 154×１４１ 5０ 土器片２

2１ Ｂ－８ 楕円 ８６×１２０ 4４ ピエス・ＵＦ

2２ Ｃ－８ 円 ８８×７０ 2５

2３ Ｃ－８ 円 ８８×８０ 2０

2４ Ｃ－８ 円 ９７×１００ 4４

2５ Ｃ－８ 円 ６２×８０ 2０

2６ Ｄ－８ 円 177×１５７ 3０ 土器片

2７ Ｄ－８ 不定形 140×１１０ 1４ 石鍛

2８ Ｄ－８ 不定形 110×１２０ 1８ 石鍬

2９ Ｄ－８ 円 107×９２ 2５ 磨石・土器片

3０ Ｃ－９ 楕円 ８６×７４ 1５

3１ Ｄ－９ 円 ９０×１０５ 1４

3２ Ｃ－１０ 円 ７５×８５ 2４

3３ Ｃ－１０ 円 ９５×１０２ 3２

3４ Ｃ－１０ 円 ９３×９１ 3８

3５ Ｃ－１０ 円 １０５×１１０ 4７ 土器片
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第４節包含層出土遺物

１土器

出土遺物は、縄文土器・石器類の他、陶器類などを含め約4200点である。Ⅲ層である包含層は開田

工事によってＣ～Ｄ区の多くが削られていたが、Ⅲ層より出土した縄文土器は主に中期前半の遺物で

あった。今回の調査により出土した縄文土器を下記のように’～10類まで分類し、文様の不鮮明なも

のや極小破片、識別が困難な遺物に関しては、’１類としてその他の類に包括した。

1類細い粘土紐を貼り付け、連続刺突を施す土器。

２ａ類粗い縄文が縦に入り、刺突を施す土器。

２ｂ類粗い縄文が縦に入り、隆帯上に爪形文を施す土器。

３類隆帯に爪形文を持ち、模状の陰刻を施す土器。

４類口縁部に蓮華文を施す土器。

５類印刻文を施す土器。

６類竹管工具を使用し、浅い平行沈線が施された土器。

７類刺突や短い沈線を施す土器。

８類胎士に金雲母を含み隆帯に沿って角押文が入る土器

９類隆帯による楕円横帯文を施す土器。

’０ａ類粗製土器縄文を施す土器

１０ｂ類粗製土器無文士器

１１類その他の土器（口縁部・底部．胴部）

１類（第26図１～５，図版１０）

細い粘土紐を張り付け結節状浮線文となる縄文前期末葉の土器である。１は波状になった口縁部分

で器壁が５～６mmと比較的薄く明褐色（5ＹＲ５／6）である。無文に隆帯を持ち結節を呈する。２と

３は同一個体とみられ器壁は５～６mm、褐灰色（l0YR5／1）で無文に結節状浮線文を呈する。４は

口縁部に隆帯を持ち僅かに刺突が確認される。５は無文に隆帯を作り、その後に押しつけられた痕跡

をもつ土器である。

２ａ類（第26図６～７，図版10）

粗い縄文が縦に入り刺突を施す土器である。６は器壁が５mm、隆帯に沿って円形刺突文が施される。

７は器壁が４２mm、比較的薄い土器で目の粗い縄文が施され円形刺突文が施される。船元Ｉ式に類似

する。

２ｂ類（第26図８～９、図版１０）

粗い縄文が縦に入り、隆帯上に爪形文を施す土器である。８は器壁８mm、灰黄褐色した波状口縁部

分である。口縁に沿って目の粗い縄文が施され、隆帯によって区画される。また、波状直下に隆帯を

持ち結節が見られ内面にも縄文が施される。船元Ⅱ式に類似する。９は口縁部の表裏に縄文が施され、
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断面が三角状の隆帯に沿って丸みのある刺突が施される。

３類（第26図10～15、図版10）

隆帯に爪形文を持ち、喫状の陰刻を施す土器である。10は器壁が６～７mmであり半裁竹管の区画内

に縄文が施され喫状の陰刻を持つ北裏Ｃｌに比定する土器である。１１は隆帯と沈線を施す。１２は器壁

が6.5～8.2mm、口縁にＣ状の爪形文を施し区画された隆帯に沿って平行沈線が複数条に施文される。

区画内で喫状陰刻が施され｣上裏Ｃ２に類似する。１３は口縁部分にあたり器壁が５mm程で比較的薄い士

器である。隆帯になった横位にＣ状の爪形を施し、縦位に幅広く平行沈線が施され山田平式土器に類

似する。14は器形が外反し、肥厚した口唇部直下に数本の沈線が斜めに施され、子種式土器に類似す

る。15は連続爪形文を施した口唇部分と平行沈線との間に縦位の短沈線が施される。

４類（第26図16、図版10）
0

16は器壁が7.3mm明黄褐色（l0YR6／6）で口縁部文様帯に蓮華文を施し新崎式土器に比定する。

５類（第26図17～19、図版10）

１７は器壁が８～９mm、胎士に大粒（２ｍｍ程）の石英を多量に含んだ榿色（7.5ＹＲ６／8）の土器で

ある。口縁に山形状の突起がつき、口縁部文様帯にはＤ字状の刺突や陰刻が施される。胴部には櫛歯

状工具にて平行沈線が縦位に施される。１８は明褐色（5ＹＲ５／8）の肥厚した口縁を持ち連続した沈

線が施される。19の色調は明褐色（5ＹＲ５／8）であり、隆帯に沿って連続した刺突が施される。

６類（第26図20～23、図版10）

２０は口縁部文様帯に掘りの浅い平行沈線によって区画し、その内部を横走波状沈線が施される。胴

部に於いては、上端に波状平行沈線が下部に平行沈線が横走し、縦位に数本の平行沈線が施される。

器形は頚部にて内折し器壁は約８mm、色調は黄褐色（l0YR5／6）であり、平出ⅢＡ式士器に比定す

る。２１は器壁が６～７mmあり浅い平行沈線が施される。２２は器壁が10mm、平行沈線を施す。２３の器壁

は約10mm、張り付け隆帯と平行沈線が施される。

７類（第26図24～26、図版10）

２４は器壁が約８mmであり色調は黄榿色(7.5ＹＲ８／8）である。沈線文の工具で刺突が施された土器

で船元Ⅲ式に類似する。２５は縦位の沈線が施される。２６は隆帯を持ち縦位の沈線が施される。

８類（第26図27、図版10）

２７は胎士に金雲母を含み色調は明褐色（l0YR6／8）器壁が８～９ｍｍ、無地にコンパス文が縦位に

施文される。コンパス文が施された器壁は10～11mmと肉厚となる。

９類（第26図２８図版10）

28は明褐色（5ＹＲ５／8）の士器である。肉厚の隆線で楕円横帯文の一部とみられＳＫｌ２より出土
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